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連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.17

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

県労福協　第53回定期総会
労働金庫　第63回通常総会

「フードバンクふじのくに」設立1周年記念フォーラム
全労済からのお知らせ

第65回 勤労者総合美術展

福祉基金協会からのお知らせ
ALWF

下
田
の
海
の

ナ
イ
ス
ガ
イ
！
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連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつく ろう！！
メインスローガン

一般社団法人

静岡県労福協 定期総会を開催第53回

明
す
る
よ
う
に
変
更
し
、更
に
２
０
１
４
年
度
活

動
方
針
、２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
、２
０
１
５

年
度
活
動
方
針
の
３
つ
の
項
目
を
１
枚
の
裏
表

に
ま
と
め
、で
き
た
か
で
き
て
い
な
い
か
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
整
理
を
図
り
ま
し
た
。金
指
専
務

理
事
よ
り
、①
地
域
・
地
区
労
福
協
へ
の
支
援
②

静
岡
県（
各
市
町
）へ
の
行
政
要
望
③
福
祉
事
業

団
体（
関
係
団
体
）の
連
絡
・
調
整
機
能
④
静
岡
県

の
委
託
事
業
⑤
国
際
交
流
事
業
⑥
地
域
役
立
資

金
管
理
・
運
用
の
項
目
に
従
い
報
告
を
行
い
、更

に
２
０
１
５
年
度
の
新
た
な
活
動
方
針
と
し
て

⑦
県
労
福
協
の
業
務
見
直
し
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
き
ま
し
て
、湖
西
地
区
労
福
協
の
松
浦
事
務

局
長
か
ら
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
含
め
た
湖
西

地
区
の
活
動
報
告
を
い
た
だ
き
、北
駿
地
区
労
福

協
の
長
濱
会
長
か
ら
は
国
道
１
３
８
号
線
の
清

掃
も
含
め
た
北
駿
地
区
の
活
動
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
終
了
後
、質
疑
を
求
め
、磐
田
地
区

選
出
の
相
羽
代
議
委
員
よ
り
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

取
組
み
に
つ
い
て
、丁
寧
な
説
明
と
進
め
方
を
お

願
い
し
た
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
指
専
務
理
事
よ
り
、県
労
福
協
か
ら
必
要
に
応

じ
て
各
現
場
に
行
き
丁
寧
な
説
明
を
行
な
う
事

を
約
束
し
、報
告
事
項
を
終
了
と
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
と
し
て
、①
２
０
１
４
年
度
決
算
報

告（
案
）②
役
員
及
び
監
査
の
総
報
酬
限
度
額

（
案
）を
金
指
専
務
理
事
よ
り
提
案
を
行
い
、満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
は
役
員
改
選
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、選
出
団
体
の
役
員
人
事
等
に
よ
り
２
名

の
理
事
・
監
事
の
交
替
が
あ
り
、中
西
副
理
事
長

よ
り
、説
明
と
提
案
を
行
い
、満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
期
総
会
の
新
た
な
取
組
み
報
告
と
し
て
、

語
り
部
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
塾
生
２

名
に
よ
る「
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
と
歴
史
」

労
働
金
庫
編
と
全
労
済
編
を
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
生

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
古
川
副
理
事
長
か
ら
、『
メ
イ
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
も
あ
る
、連
帯
・
協
同
で
　
安
心
・
共
生
の

福
祉
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、ま
ず
福
祉
事
業
団

体
を
活
用
し
て
い
く
事
が
必
要
で
あ
る
。福
祉
事

業
団
体（
労
働
金
庫
・
全
労
済
）が
設
立
し
た
当
時

は
、労
働
組
合
役
員
と
事
業
団
体
の
職
員
が
一
体

と
な
り
組
合
員
を
オ
ル
グ
し
、普
及
活
動
を
行

な
っ
て
い
た
。文
字
通
り
共
に
運
動
を
す
る
主
体

で
あ
っ
た
。し
か
し
、今
は
福
祉
事
業
団
体
と
組

合
員
の
接
し
方
が
単
な
る「
業
者
と
お
客
様
」の

関
係
に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
り

ま
す
。福
祉
事
業
団
体
と
労
働
組
合
は
共
に
運
動

す
る
主
体
で
あ
る
自
覚
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。本
日
、昨
年
度
の
振
り
返
り
と
本
年
度
の
活

動
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。確
認
さ
れ
た
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に

共
同
組
織
で
も
あ
る
労
働
金
庫
・
全
労
済
・
生
協
・

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
な
ど
、皆
さ
ま
と
一

緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
、共
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
』と
、閉
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

吉岡理事長

冒頭挨拶

古川副理事長

閉会挨拶

松永監事　

新任役員挨拶

吉本理事

新任役員挨拶

佐竹副理事長

司会

岩崎真孝氏

議長

金指専務理事

審議提案

北駿地区労福協　
長濱豊会長

湖西地区労福協　
松浦勝介事務局長

地区報告

県経済産業部就業支援局　
伊藤局長

連合静岡
池冨会長

来
賓
挨
拶

フードバンクふじのくに　
日詰理事長

N

　
県
労
福
協
で
は
こ
の

年
の
節
目
の
年
に
ふ
た
つ
の
大
き
な
挑
戦
を
し
た
。ひ
と
つ
は
原

点
復
帰
の
た
め
の
運
動
、も
う
ひ
と
つ
は「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」の
運
動
で
す
。こ
の

ふ
た
つ
の
運
動
を
通
し
て
、私
自
身
多
く
の
気
づ
き
を
い
た
だ
き
感
謝
と
充
実
し
た
１
年
で

あ
っ
た
。

　
今
、地
域
・
地
区
労
福
協
の
み
な
さ
ん
の
行
動
が
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
、静
岡
が
全
国

で
一
番
原
点
に
近
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。原
点
と
は
、「
助
け
合
い
・
支
え
合
い
」「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
様
」で
す
。

　
１
９
４
９
年
、「
福
祉
は
ひ
と
つ
」を
合
言
葉
に
し
て

の
異
な
る
団
体
が
集
ま
り
、労
福

協
の
前
身
で
あ
る「
中
央
物
対
協
」が
結
成
さ
れ
、そ
の
後
、「
労
金
」が
で
き「
全
労
済
」が
で

き
、そ
の
時
の
感
動
や
興
奮
は
も
の
凄
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
　
年
余
の
時

が
経
ち
、労
福
協
の
あ
り
方
や
自
主
福
祉
運
動
に
つ
い
て
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

活
動
が
一
定
の
幹
部
に
偏
り
、労
働
者
の
無
関
心
を
も
た
ら
し
て
い
る
事
で
す
。そ
し
て
　
年

余
の
後
、「
労
福
協
の
理
念
と
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」が
出
さ
れ
、こ
こ
で
は
福
祉
事
業
団

体
と
組
合
員（
会
員
）が
単
な
る「
業
者
と
お
客
様
」の
関
係
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。も
は
や
時
代
は
変
わ
り
、労
働
者
自
主
福
祉
団
体
や
事
業
は
用
無
し
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。断
じ
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、何

か
が
少
し
足
り
な
い
の
か
。足
り
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
少
し
ば
か
り
の
覚
悟
と
少
し
ば
か
り

の
実
践
で
す
。覚
悟
と
は
志
を
貫
く
覚
悟
、実
践
と
は
動
く
こ
と
で
、動
け
ば
摩
擦
が
起
き

抵
抗
を
生
み
出
し
ま
す
。そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
１
年
が
正
念
場
で
す
。私
た
ち
も
も
っ
と
も
っ
と
み
な
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
を
し
ま
す
。 50
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60
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（敬称略）

吉
岡
理
事
長
の
ご
挨
拶
（
挨
拶
要
旨
）

吉岡理事長挨拶時の様子

　
６
月
９
日（
火
）、静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

第

回
定
期
総
会
が
静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。総
会
に
は
来
賓
３
名
、代
議
員

34
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
総
勢
１
０
０
名
の
参

加
を
得
て
開
催
し
、す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
期
総
会
は
議
長
に
清
水
地
区
労
福
協
の

岩
崎
氏
を
選
出
し
て
議
事
運
営
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
定
期
総
会
か
ら
定
款
に
基
づ
き
、２
０
１
４

年
度
活
動
報
告
、２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
、２

０
１
５
年
度
収
支
予
算
は
報
告
事
項
の
中
で
説

53

役　職

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

監　　事

吉岡　秀規

中西　清文

古川　正明

佐 竹　 功

吉田　敬哲

金指　敦之

吉本　明憲

石塚　智昭

山本　一彰

大石　雅邦

武 藤　憲 司

西山　延正

松永　浩揮

鳥居　 勤

選出母体

県労福協

連合静岡

労働金庫

全労済県本部

県生協連

県労福協

福祉基金協会

県勤信協

沼津地域

静岡地域

西遠地域

富士地域

志太榛原地域

中東遠地域

氏　名
よしおか ひでき　

なかにし きよふみ

ふるかわ まさあき

さたけ いさお

よしだ たかあき

かねざし あつし

よしもと あきのり

いしづか ともあき

やまもと かずあき

おおいし まさくに

むとう けんじ

にしやま のぶまさ

まつなが ひろき

とりい つとむ

2014年度～2015年度　
県労福協理事会役員名簿
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　５月20日(水)勤労者総合会館３階ロッキーセン
ター会議室にて、第９回となる定期総代会が開催
されました。サポートセンター友の会は、県労福協
傘下の各種の福祉事業団体の活動を広くＰＲし、
仕事と生活の調和（ワークライフバランス）をはか
り、生き甲斐づくりや社会貢献活動などに参加し
易い環境を提供する事で会員の生活の安定と福祉の向上を目指している団体であり、ろう
きんの会員に加盟していることから、お勤め先を定年退職された後、引続き福祉事業団体を
ご利用頂く方や、現在のお勤め先がろうきんに会員として加入していない勤労者の方々が、
福祉事業団体の運動に仲間として参加するためご加入頂いております。吉岡友の会会長
より、「2007年発足時には100名にも満たない会員数からスタートし、今年度は５万人を突破
しました。友の会としてひとつの転機の年としていきたい」との挨拶がありました。友の会の会
員数は、2015年3月末現在で54,313名(年間の新規加入者は12,381名)であり会員の約半数
は60歳以上の方々である事が報告され、2015年度も「会員拡大が勤労者福祉に繋がる」と
の信念を持って活動を進めて行く事を満場一致で確認し、総会は無事終了しました。会員
の皆様の引続きのご支援、ご協力をお願い致します。

　去る、６月19日第35回静岡県退職者福祉協議会定期総会が開催されました。高齢化によ
る会員の減少又加入者の減少が大きな課題となっています。組織を維持・拡大していくため
に、地区労福協・現職労組役員との交流の場をより多く持つようにし退福共（協）活動の理
解を深める活動を進めていきます。社会福祉活動や同好会をより活発化させて、地域の仲
間との活動を通して、仲間づくり運動や生き甲斐のある健康的な生活をおくる事ができる存
在であることのＰＲに努めていきます。労福協や他の組織・団体の活動に退福共（協）として
参加し活動の幅を広げ、相互交流を深め「生き甲斐づくり」「楽しみづくり」の活動の充実し
た魅力ある会を作り上げていくことを確認しました。

38

ライフサポートセンター友の会
第9回定期総代会開催

第３５回静岡県退職者福祉協議会総会開催

　ろうきんグリーン友の会県連絡会は、
去る５月29日、静岡労政会館５階展示
室にて第33回報告連絡会を開催しまし
た。地区から地域に活動を広げ「楽しみ
づくり」「生き甲斐づくり」を増やし、地区
交流も兼ねて、多くの会員が気兼ねなく
楽しく行事や催し物に参加できるように、
地区・地域での活動を進めていくことを
確認いたしました。県連絡会主要事業
として、観劇ツアー・日帰り旅行の実施。

またボランティア活動等の社会貢献事業も各地区活動として実施していくことを確認しました。地区労福協との関係を強くして、ろうきんグ
リーン友の会の活動を理解してもらうように、地区労福協活動に積極的に参加していくことも確認しました。
　第２部は、「もったいないをありがとうに・・・フードバンクふじのくにの活動について」県労福協金指専務より講演をいただきました。生活困
窮者等支援が必要な人が増えている一方で、多くの食べられる食品が処分されている。その食品の処分を無くし、多くの方や企業・団体
からの食品の寄付をいただき、生活困窮者等へ支援している活動についてお話がありました。又、県ボランティア協会の「東日本大震災被
災地支援」東北特産品・物産品即販売会も実施しましたが、大好評であっという間に完売になりました。

第３３回 ろうきんグリーン友の会
県連絡会報告連絡会開催

ガ
ー
ン
！

財
布
に
お
金
が
な
い
。

じ
ゃ
あ
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

で
お
金
を
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※ 他金融機関等のＡＴＭは、時間帯等によってご利用いただけ
ない場合があります。詳しくは、〈ろうきん〉窓口にご確認ください。

〈ろうきん〉のキャッシュカードは
便利でおトク！

そ
れ
い
い
ね
！
　

私
も
〈
ろ
う
き
ん
〉で

口
座
を
作
ろ
う
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全ての議案を満場一致で承認！！
～働く人と“しっかり”向き合い、信頼され、選択される〈静岡ろうきん〉～
　静岡ろうきんは2015年6月24日
（水）静岡市葵区紺屋町のグランディ
エールブケトーカイで第63回通常総
会を開催しました。
　通常総会には、県下各地より223名
の代議員が出席し、議長団にはヤマハ
労組豊岡支部の中馬代議員とＦＤＫ
労組の岡村理事が選出され議事が進
められました。
　総会の冒頭、古川理事長から「2014
年度は、中期計画『飛躍』～将来に向け
た揺るぎない事業基盤を確立し新た
な飛躍を目指す3カ年～の最終年度と
して、会員の皆さまと労金役職員が一
体となり、運動と事業の推進に取り組んできた。
　金融を取り巻く環境は、さらに激しさを増しており、
乗り越えなければならない多くの課題があることも認
識している。多くの課題を乗り越え、いつまでも働く
人々のお役に立つためには、原点に立ち返り、働く人と
“しっかり”向き合い、さらに信頼され、そして選択され

　役　職
理 事 長
副理事長
専務理事
常務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
常勤監事
監　　事
監　　事
監　　事
監　　事

　氏　名
古川　正明　　　
鈴木　隆博
戸倉　　亨
大滝　　正
松本　光寛
鈴木　伸昭
白戸　康章
清瀧　照光　
青木　　守
花澤　　学　　
萩原　直之
角山　雅典
本杉　弘一
大石　雅邦
中屋　敏明
西崎　秋芳
鈴木　信雄
岡村　雅夫
青島　伸雄
中嶋　　隆
寺田　克哉
小林　純一
松永　浩揮
藤江　　修　　

　　　所　　属　　団　　体
員外（スズキ労働組合出身）
ヤマハ労働組合
員外
員外
員外
静岡県教職員組合
ＪＡＭ静岡（全矢崎労働組合）
情報産業労働組合連合会静岡県協議会
東海自動車労働組合
明電舎労働組合沼津支部
東芝テック労働組合伊豆支部
日本製紙労働組合富士支部
小糸製作所労働組合
三菱電機労働組合静岡支部
特種東海製紙労働組合島田支部
ＮＥＣプラットフォームズ労働組合掛川支部
ＮＴＮ労働組合磐田支部
ＦＤＫ労働組合
会員外理事
法定員外監事
ヤマハ労働組合連合会
テルモ労働組合
村上開明堂労働組合
全矢崎労働組合浜松支部

　推　薦　団　体

西遠地域労福協

静岡県労福協
静岡県労福協
静岡県労福協
伊豆地域労福協
沼津地域労福協
沼津地域労福協
富士地域労福協
静岡地域労福協
静岡地域労福協
志太榛原地域労福協
東遠地域労福協
中遠地域労福協
西遠地域労福協

静岡県労福協
富士地域労福協
志太榛原地域労福協
西遠地域労福協

静岡ろうきん第63回通常総会

役員体制

る〈静岡ろうきん〉をめざし、会員の皆さまと一体となっ
た労金運動を展開し、さらなる発展をめざしていきた
い。」との挨拶がされました。
　議案討議の第2号議案「第２期中期計画および2015年
度（第63期）事業計画に関する件」は、戸倉専務理事より
「働く人に信頼され、選択される〈静岡ろうきん〉であり

続けるために、経営改革『ＴＲＹ
（挑戦）』する3カ年と位置付け、
事業計画アクションプランは、
中期計画『ＴＲＹ』の基本戦略ご
との達成水準を踏まえつつ、
2015年度の達成水準を定め、具
体的な取組みを着実にすすめて
いく。事業収支計画は、調達・運
用残高目標および当期純利益計
画、ならびに年度増加目標額を
預金50億円、融資100億円とす
る。」との提案があり、満場一致
で承認されました。
　また、今年度は理事・監事の任
期満了に伴う改選および補欠の
理事・監事の選任についても提
案され、すべての議案は＜満場
一致＞で承認がされました。な
お、総会終了後に理事会が開催
され、古川正明理事長が選定さ
れ、新体制を代表し挨拶がされ
ました。

戸倉専務理事

古川理事長（挨拶）
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　全労済静岡県本部の4つ目の地域の拠点として、4月1日(水)に「共済
ショップ磐田店」がオープンしました。
　オープン当日は、近隣の協力団体の役員の皆さまや福祉事業団体の関係
者の皆さまにもお越しいただき、開店セレモニーが実施されました。
　ショップ窓口では、全労済の共済に関するご相談はもちろんのこと、「結
婚したけど保障はどのように加入すればいいの？」「子どもが生まれたけど、
子どもの保障ってどんなものがいいの？」「家を建てるけど、家や家財の保
障ってどのように考えればいいの？」といった保障全般にかかわる内容でも、
窓口でゆっくりご相談いただけます。
　保障に関するご相談は、オープンした「共済ショップ磐田店」のほか、県下
3ヵ所の共済ショップ(沼津・静岡・浜松)に、お気軽にお越しください。

①4月1日（水）　共済ショップ磐田店がオープン

　4月19日(日)、連合志太榛原地協メーデー会場の大井川河川敷にて「ぼう
さいカフェ」を開催しました。当日は非常食の試食や静岡県中部危機管理局
の提供による起震車での地震体験など、600名を超える組合員とご家族の
皆さまに楽しみながら防災・減災に関する知識を高めていただきました。
　2015年度も組合員の皆さまの防災・減災に関する知識を高めていただく
ために、「ぼうさいカフェ」を引き続き開催する予定です。開催の際はぜひお気
軽にご参加ください。

②「ぼうさいカフェ」の開催

  1815Z002全労済からのお知らせ

ショップ店内の様子。一組一組仕切られた
スペースで、ゆっくりご相談いただけます。

来賓代表としてご挨拶いただいた
中遠地域労働者福祉協議会　会長　鳥居　  勤様

共済ショップ磐田店の外観。遠鉄不動産の
1階にあります。お気軽にお越しください。

パネルディスカッション

連合静岡から特別寄付

参加者の皆さま

井出講師の記念講演

当日、皆様から
いただいた
フードドライブ品

日詰理事長挨拶

起震車での地震体験 防災パネルの展示 工作実験を通じて耐震補強の
重要性を学んでいただきました。

当日は、全労済の公式キャラクター「ピットくん」も
会場に駆けつけてくれました。

〒438-0073　磐田市二之宮東17-1遠鉄磐田今之浦ビル1階
℡：0538-86-6031　営業時間／平日9：00～17：00

　昨年５月19日、まだ安全に食べられるにもかかわらず処分さ
れてしまう食料を、企業や個人から寄贈を受け、生活困窮者等、
支援を必要としている人に適切に配る仕組みを確立させ、相互
扶助の社会作りを目指す事を目的として「フードバンクふじの
くに」は、設立されました。
　あれから１年後の同じ日に「フードバンクふじのくに」は、設
立１周年の記念フォーラムをＡＬＷＦロッキーセンター（静岡
県勤労者総合会館３階）で開催しました。
　当日は、最初に定時総会を開催し、平成27年度の活動計画・予
算などの提案を行い、全ての議案が承認されました。また、新理
事長には昨年度に引き続き静岡大学社会科学部教授の日詰一幸
氏が選出され、日詰理事長からは「昨年度は当初の想定よりも、
多くの皆様から食料寄贈・寄付といったご協力を得ることがで
きました。皆様から寄せられた、まだ安全に食べられる「もった
いない」食料の総量は20トンを超えました。ご寄贈・ご寄付をい
ただいた食料は、静岡県内の市役所・町役場・社会福祉協議会等
に問い合せのあった300件近くの「明日食べるものもなく困っ
ている」といった切実な相談・依頼に対する支援のため、使わせ
ていただきました。食料の支援を行った方々から「ありがとう、
助かりました」というお手紙をいただくたび、この事業の必要性
を改めて感じながら活動をする毎日です。
　今年度からの生活困窮者自立支援法の施行に伴い、各市町に
自立相談の窓口が開設されることで、さらに多くの依頼が寄せ
られることが想定されます。今後、市役所や町役場、社会福祉協
議会等との連携をさらに深め、行政・企業・団体との協働による
セーフティーネット構築のため、役員・事務局・職員一同、フード
バンク事業に取り組んで参ります」と挨拶をいただきました。
　定時総会終了後には設立１周年記念フォーラムが開催され、
地区労福協、福祉事業団体、退福協、グリーン友の会など120名
を超える方々にご参加いただきました。フォーラムでは、（株）ｏ
ｆｆｉｃｅ3.11代表取締役の井出留美氏を講師として招き、記
念講演「食品ロスと食品企業にできること」のご講演をいただき
ました。井出氏からは、食品企業の視点から見た食品ロスに対す
る意識や取り組みについての説明があり、普段の私たちとは別
の角度からフードバンクを見ることができ、今後の活動に役立
つ情報をたくさんいただきました。また、記念フォーラムの中で
は、連合静岡からの寄付金の目録寄贈がありました。
　当日はフードドライブも行い、参加者から多くの食料寄贈を
受け、当日分も含め、この１週間で約73kgの食料が集まりまし
た。
　また、新聞社５社の取材もあり、フードバンク事業が社会的に
注目されている事が良く分かりました。今後、多くの皆さまに
フードドライブやボランティアなどのご協力を期待していま
す。
※フードバンクふじのくにの事務所
住所　静岡市葵区宮ケ崎町53
電話　054－248－6177  ＦＡＸ054－248－6178

「フードバンクふじのくに」
設立１周年記念フォーラムを開催

この一週間に届いたフードドライブ品
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ロッキーカレッジのご案内 ロッキーカレッジ開催報告のご案内

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6 箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055 岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日9：00～17：00

暮らし
何でも相談

【楽しく食べて健康に！】

【世界の山々をめざして】

～コレステロールとカルシウム、肥満と痩せすぎがもたらすリスク～

講師：田部井 淳子さん（登山家）

講師：キユーピー（株）社員

日時：9/19（土）14時～15時30分　場所：掛川市生涯学習センター
申込：ライフサポートセンター中東遠　TEL：0538-33-3715
日時：10/3（土）13時30分～15時　場所：裾野市福祉保健会館
申込：ライフサポートセンター東部　　TEL：055-929-9820

女性世界初のエベレスト登頂から40周年。これま
で73ヶ国の最高峰・最高地点を登頂し、今なお世
界の山々に挑み続けるパワーの
源や山の魅力について話します。

講師：土井 隆雄さん 2015/3/7

〔国際連合宇宙応用専門官、宇宙飛行士〕
1997年、2008年、宇宙飛行士として日本人初のミッションを
成し遂げ、現在、ウィーンにある国際連合宇宙部で活動される
土井隆雄さんが自らの宇宙体験を踏まえた自身の「宇宙への
夢」を語り、参加された方々に大きな感動を残しました。

日本でマヨネーズが発売されて90年。その歴史
やおいしさの秘密、調理での裏ワザなどを、キ
ユーピー（株）広報部石橋さんが紹介しました。

静岡朝日テレビとテレビ朝
日で活躍する4人の方を
講 師 に 迎え 、テレビの
ニュース番組がどのように
作られているのかや、テレ
ビ局の仕組み、ネットワー
ク、ニュースの現場など、
普段知ることのできない舞
台裏について話しました。

静岡大学法科大学院で教鞭を執る弁護士が、皆様のご相談に
応じます。法律に係る諸問題でお悩みの方、是非ご利用下さい。

（相続、遺言、離婚、賃貸借、消費者被害等）
日 時：2015年9月11日（金）会場：松崎町生涯学習センター
募 集：13時30分・15時00分・16時30分
　     各時間3名計9名（事前予約先着順）
問合せ：ライフサポートセンター東部　電話/055-929-9820

【東山家のもめない相続】【今からはじめる老い支度】 【宇宙への夢～新たなる挑戦～】

2015/4/22【テレビニュースの裏側】

2015/5/16
【聞いてなるほど！マヨネーズのお話】

【無料法律相談会】

（連続講座）

セカンドライフを応援する連続講座
「争続」をさけるための事前準備
日時：7/25（土）10時～12時　相続
　　：8/1（土） 10時～12時　遺言・成年後見
場所：ALWFロッキーセンター（静岡市）
講師：小林久晃さん（司法書士）
申込：ライフサポートセンター中部
TEL：054-270-3963

【タニタの社員食堂健康セミナー】
まんぷく定食のコツとアンチエイジング
日時：7/25（土）14時～15時30分頃
場所：浜松労政会館　講師：（株）タニタ管理栄養士
申込：ライフサポートセンター西部
TEL：053-466-6307

【おやこおこづかい教室】
おかねの大切さや使い方を学びます
日時：8/8（土）9時30分～11時30分
場所：韮山文化センター時代劇場（伊豆の国市）
申込：ライフサポートセンター東部
TEL：055-929-9820
日時：8/22（土）9時30分～11時30分
場所：藤枝市生涯学習センター（藤枝市）
申込：ライフサポートセンターしだはいばら
TEL：054-645-2333

日時：11/7（土）13時～15時
場所：ALWFロッキーセンター
申込：ライフサポートセンター中部
TEL：054-270-3963

講師：山川正人さん（静岡ライフプラン設計相談室）

いくつになっても旬
講師：女優　藤田 弓子さん
● 浜松：8/29（土） 
● 沼津：9/3（木）
● 静岡：10/7（水）

いま学ぶべき！「私」の葬祭ノート

● 浜松：9/29（火） 
● 沼津：9/30（水）
● 静岡：10/30（金）
会場：浜松・沼津・静岡の各労政会館
時間：14:00～15:45頃
申込：（株）コープライフサービス TEL0120-878-940

生死一如
～これでよかったと思える
　　　　　人生を今から～

～知っておきたいお墓と供養～

講師：僧侶・フリーアナウンサー
　　　川村 妙慶さん
● 浜松：9/15（火） 
● 沼津：9/16（水）
● 静岡：10/20（火）フォト：高橋章夫

左：テレビ朝日元アナウンサー、広報局の藤井暁さん
右：静岡朝日テレビアナウンサー 広瀬麻知子さん

静岡朝日テレビ元アナウンサー
報道制作局長の大長克哉さん

テレビ朝日元ロンドン支局長
広報局お客様フロント部長の
長田明さん

講師：葬儀コンサルタント二村祐輔
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　この度はリレートークのお話をいただきありがと

うございます。伊東熱海地区労福協の事務局長もそう

ですが、出身単組の書記長も昨年9月からのスタート

ということでまだまだ未熟な私ですが、これまで皆さ

まのご指導ご協力をいただきながら何とか職をこな

しております。

　東西南北に広がる静岡県にあって、伊豆急行線は県

東部の伊豆半島東海岸線を南北に走る私鉄で、組合員

は関連支部の伊豆急東海タクシー・ホテル伊豆急・下

田ロープウェイを合わせ335名からなる中小組合で

ございます。急峻な地形に敷設された全線45.7kmか

らは、海・山など様々な伊豆の自然を車窓から眺める

ことができ、現在各地で話題の観光列車や女性運転士

の採用は伊豆急行が全国の先駆けでもあります。

ここで少し自己紹介をさせていただきたいと思いま

す。生まれも育ちも神奈川県である私がなぜ伊豆急行

に就職したかというと、ズバリ「下田市に住みたかっ

た」からです。下田市には様々な表情を持つ全国屈指

の海水浴場が多くあり、私はそこで現在もライフセー

バーとして活動しています。始めた頃の1990年当初

は知名度の低い活動でしたが、現在は活動の場も全国

に広がり発展しつつあります。入社以来、駅務係・車

掌・運転士・本社事務員・組合専従と様々な職に就かせ

ていただいておりますが、どの職場でも海との活動の

両立に努力しています。歳を重ねると共に海での活動

時間は減りつつありますが、今は地元の小・中学生に

対する安全教育にも力を入れています。幸いにして長

女（中1）も、今のところ親と同じ道を進んでくれてい

ます。

ライフセービングもそうですが、労働組合や労福協活

動も皆が力を合わせ人のために、皆の幸せのためにと

活動目的は同じ様に思えます。就任後間もない私でご

ざいますが、引き続き皆様のご指導ご協力をいただき

ながら、自主福祉運動に取り組んでいきたいと思いま

すので、今後とも何卒よろしくお願い申しあげます。

また、下田の海で見かけたときは、気軽に声をおかけ

いただければと思います。

江田 邦明さん
伊東熱海地区労福協　事務局長
出身組織：伊豆急行労働組合
役 職 名：書記長

①趣　味：ライフセービング
②モットー：気は優しく力持ち
③最近感動したこと：支笏湖（北海道）
④最近失敗したこと：各種懇談会後の体調管理

エ  ダ 　　　クニアキ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.17

人物登場

　
私
が
静
岡
市
労
働
者
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
し
た
の

は
、
一
九
八
六
年
十
月
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
頃
の
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
二
度
に
わ
た

る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
、
そ
の
反
動
か
の
よ
う

に
高
度
経
済
成
長
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
も
の
の
、
狂
乱

物
価
に
よ
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
年

毎
に
賃
上
げ
は
し
て
も
物
価
上
昇
に
は
追
い
つ
け
ぬ
状
況

下
で
あ
っ
た
。

　
一
方
で
戦
後
最
初
の
団
魂
の
世
代
と
言
わ
れ
た
人
達
が

三
十
歳
代
後
半
と
な
り
、
住
宅
需
要
が
急
増
し
労
金
に
お

い
て
も
住
宅
資
金
融
資
の
原
資
調
達
が
必
要
不
可
欠
の
時

で
も
あ
っ
た
。

　
地
区
労
福
協
の
任
務
は
、
各
単
組
・
個
人
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
超
え
て
、全
労
働
者
の
「
相
互
扶
助
」「
相
互
親
睦
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
で
働
く
仲
間
が
一
致
し
て
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
相
互
扶
助
の
一
環
と
し
て
、
労

金
に
融
資
の
希
望
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
可
能
な

限
り
預
金
活
動
に
協
力
す
る
た
め
の
運
動
を
行
っ
た
。
特

に
預
金
拡
大
に
効
果
的
な
組
織
の
一
斉
積
立
預
金
に
つ
い

て
は
、
新
規
ま
た
は
増
額
の
実
施
を
傘
下
各
労
組
を
訪
問

し
要
請
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
事
実
、
私
の
労
組
（
静
岡
鉄
道
労
働
組
合
）
に
お
い
て

も
七
〇
年
代
後
半
は
労
金
へ
の
預
貸
率
が
逆
転
し
た
時
か

ら
、
一
斉
積
立
を
開
始
し
た
。

　
当
然
な
が
ら
組
合
員
の
中
か
ら
「
機
関
決
定
で
あ
っ
て

も
、
ま
た
一
部
で
あ
っ
て
も
個
人
の
賃
金
を
労
働
組
合
が

拘
束
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
の
批
判
も
受
け
た
が
、
労

働
者
相
互
の
助
け
合
い
で
あ
る
と
し
て
理
解
を
求
め
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
個
人
及
び
労
働
組
合
の
預

金
高
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。

　
ま
た
、
全
労
済
関
係
で
は
労
働
組
合
と
し
て
団
体
生
命

共
済
の
導
入
を
奨
励
し
た
ほ
か
、
特
に
火
災
共
済
が
他
の

損
害
保
険
会
社
と
比
較
し
て
断
然
有
利
な
点
を
強
調
し
、

加
入
を
奨
め
る
運
動
を
展
開
し
た
。

　
相
互
親
睦
に
つ
い
て
は
職
場
・
職
種
に
関
わ
ら
ず
働
く

仲
間
達
が
共
通
し
た
楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
勤
労
者
芸
能
祭
」
の
内
容
を
、
こ

れ
ま
で
の
の
ど
自
慢
大
会
に
プ
ラ
ス
し
て
、
個
人
の
特
技

（
奇
術
・
落
語
な
ど
）、
団
体
の
趣
味
（
舞
踊
な
ど
）
も
取

り
入
れ
た
幅
広
い
芸
能
祭
を
試
み
た
ほ
か
、
日
帰
り
バ
ス

旅
行
や
講
演
会
な
ど
も
実
施
し
、
会
員
の
憩
い
と
教
養
の

場
づ
く
り
に
努
力
し
た
。

下
田
の
海
の

ナ
イ
ス
ガ
イ
！

労福協と私

静
岡
市

労
働
者
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任

1
事業団体職員・労福協役員へ

4回シリーズ
その

蒔田 延行 氏

運動継承！

贈る言葉
現在81歳。静岡鉄道労働組合委員長をやりながら静岡市労福協の会長を務めた。一旦職場
に戻り1992年に会社を退職。1995年に地区退福協に入会し、2000年7月～2012年6月ま
で県退福協の会長を務めた。趣味は川柳で今でも川柳教室に通って励んでいます。
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静岡地域労福協 地域・地区労福協活動紹介

袋井地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　
４
月
２６
日（
日
）
静
岡
地
協
メ
ー
デ
ー
に
引

き
続
き
、
地
域
労
福
協
大
石
会
長
の
開
会
宣

言
に
よ
り
、
２
０
１
５
労
福
協
ま
つ
り
の
幕

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
過
去
３
回
に
わ
た
る
雨
と
寒
さ

の
中
で
の
開
催
か
ら
一
転
、
澄
み
わ
た
る
晴

天
の
下
、「
つ
な
が
ろ
う
！
み
ん
な
お
い
で
よ

労
福
協
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
組
合
員
と
そ
の

家
族
を
中
心
に
6,
0
0
0
人（
実
行
委
員
会

発
表
）を
超
え
る
多
く
の
ご
来
場
者
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
、
開
会
と
同
時
に
、
焼
き
そ
ば
・

お
で
ん
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
豚
汁
・
お
し

る
こ
等
の
模
擬
店
や
輪
投
げ
・
金
魚
す
く
い
・

ふ
わ
ふ
わ
等
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
一
斉
に

開
始
。
模
擬
店
で
は
、
多
く
の
行
列
や
早
々

に
売
り
切
れ
が
発
生
す
る
等
の
盛
況
ぶ
り
、

ま
た
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
の
歓
声

　
５
月
２
日
、「
東
京
ド
ー
ム
野
球
観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。《
巨
人
Ｖ
Ｓ
阪
神
》
戦
と
い
う

人
気
の
カ
ー
ド
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
申
込
み
い
た
だ

き
、
８１
名
・
バ
ス
２
台
で
の
観
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
真
っ
只
中
で
渋
滞
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
行
き
の
バ
ス
の
中
で
も
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
予
定
通
り
１２
時
30
分
頃

東
京
ド
ー
ム
に
到
着
。
試
合
開
始
の
14
時
ま
で
各
々
東

京
で
の
自
由
時
間
を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
野
球

観
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
席
は
一
塁
側
。
周
り
は
オ
レ
ン
ジ
の
グ
ッ
ズ

を
持
ち
応
援
す
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
労
福
協

の
団
体
席
は
巨
人
フ
ァ
ン
・
阪
神
フ
ァ
ン
が
入
り
ま
じ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
熱

の
こ
も
っ
た
応
援
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
は
投
手

戦
と
な
り
、
1
｜
0
で

巨
人
の
勝
ち
で
し
た
。

　
恒
例
の
勝
敗
・
点

数
当
て
ク
イ
ズ
も
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
今

年
は
予
想
が
難
し

か
っ
た
よ
う
で
残
念

な
が
ら
当
て
た
方
は

な
く
、
ニ
ア
ピ
ン
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、

子
供
達
も
多
く
参
加
。

家
族
や
友
人
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

東京ドーム　
野球観戦ツアー 

２０１５

労福協まつり開催

Giants 
vs 

Tigers

が
会
場
中
に
こ
だ
ま
す
る
中
、
手
裏
剣
戦
隊

ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
・
握
手
会
が
ス
タ
ー

ト
。
子
供
た
ち
の
熱
い
声
援
に
よ
り
会
場
内

は
い
よ
い
よ
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
大
道

芸
、
大
抽
選
会
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
大
抽
選
会
で
は
、
見
事
当
選
さ
れ
た
方
々

の
満
面
の
微
笑
み
、
下
位
等
の
当
選
発
表
を

最
後
ま
で
ご
確
認
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
一

喜
一
憂
す
る
姿
は
大
変
印
象
に
残
る
も
の
で

し
た
。

　
更
に
今
年
は
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
も
取
組

み
ま
し
た
。
開
催
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
開
催
中
！
」
を
盛
り
込
み
、
ご

協
力
を
呼
び
か
け
た
結
果
、
段
ボ
ー
ル
６
箱

の
食
品
を
多
く
の
方
か
ら
寄
贈
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
静
岡
地
域
労
福
協
ま
つ
り
と
し

て
の
開
催
は
今
回
で
4
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

働
く
人
と
そ
の
家
族
に
労
福
協
活
動
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
労
福
協
役
員
を
含

め
た
皆
の
絆
を
更
に
強
め
て
い
く
場
と
な
る

よ
う
、
労
福
協
ま
つ
り
を
こ
れ
か
ら
も
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
当
日

の
運
営
に
ご
奮
闘
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
役

員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
第
65
回
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
が

４
月
８
日
か
ら
４
月
12
日
の
5
日
間
に
わ

た
り
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
県
下
各
地

か
ら
２
４
７
点
の
出
品
を
い
た
だ
き
、
期

間
中
の
入
場
者
３
４
４
名
に
今
回
も
大
き

な
感
動
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
内

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
手
工
芸

の
部
で
４
人
の
先
生
に
金
賞
・
銀
賞
に
12

点
、
奨
励
賞
19
点
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
賞
さ
れ
た
作
品
も
レ
ベ
ル
が
高

く
、
魅
力
あ
る
作
品
で
し
た
。

　
書
道
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
大
石
大

梅
先
生
か
ら
は
「
金
賞
の
『
陸
游
詩
』
は

五
行
の
多
字
数
を
明
る
く
流
麗
に
書
き
上

げ
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
見
事
で
す
」
と
高

い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
絵
画
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
久
松
孝

彦
先
生
か
ら
は
「
絵
画
的
に
密
度
の
高
い

作
品
が
多
く
、
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術

展
の
力
量
を
感
じ
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら

絵
画
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
全
体
に
モ
ダ
ン
な
表
現
で
現
代

性
に
あ
ふ
れ
る
絵
も
数
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
描
写
し
た
誠
実
な
作
者
の
人
柄
や

美
し
さ
を
作
る
た
め
の
表
現
力
な
ど
が
説

得
さ
せ
る
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
写
真
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
柴
山
健

一
先
生
か
ら
は
「
一
人
一
点
と
い
う
規
定

が
あ
っ
て
応
募
者
の
皆
さ
ん
が
自
信
を

静
岡
県
勤
労
者

総
合
美
術
展
開
催
さ
れ
る

第
６５
回

第 65 回  静岡県勤労者総合美術展受賞者
種　目

No.　　氏　　名
書

No.15　櫻井　隆雲
絵　画

No.5　海野修三郎
手工芸

No.26　秋田　勝美
写　真

No.44　川島　正道
絵　画

No.28　河原﨑静子
写　真

No.37　和田　光雄
絵　画

No.25　武内　武男
手工芸

No.27　野村　文子
絵　画

No.14　秋山　利夫
書

No.19　藤浪喜代子
絵　画

No.38　岩本　文子
写　真

No.30　原田　久

題　　名
所属（取扱店）

陸游詩
磐田地区労福協（磐田）

スニカーの集い
ヒノデネット㈱（焼津）

鬼白萩　水指
沼津地区労福協（沼津）

大地を染めて
清水地区退福共（清水）

麒麟な夢
㈱河原﨑商事菊川（掛川）

SPEEDⅦ
特種東海製紙㈱（島田）

乱れ舞
自営業（焼津）

手あみカーディガン
広小路クリニック（三島）

モレの町（フランス）
㈱秋山商会（浜北）

玩具の汽缶車
㈱小糸製作所（清水）

梅雨の頃
グリーン友の会（焼津）

疾走
ヤマハ発動機㈱（袋井）

金
　賞

銀
　
　
　
　賞

持
っ
て
出
品
さ
れ
た
だ
け
に
力
と
中
味
の

濃
い
作
品
が
あ
り
ま
し
た
」
と
の
講
評
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
手
工
芸
審
査
を
担
当
い
た
だ
い
た
生
越

千
鶴
子
先
生
か
ら
は
「
勤
労
者
の
皆
様
が

仕
事
と
大
好
き
な
も
の
づ
く
り
を
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
両
立
さ
せ
て
、
心
豊
か
に

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
自
由
で

の
び
の
び
創
作
し
て
い
る
姿
が
、
ど
の
作

品
か
ら
も
感
じ
ら
れ
、
幸
せ
な
気
分
に
な

り
ま
す
。
出
品
者
皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍

を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
の
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
「
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
」

は
、
県
内
の
勤

労
者
が
余
暇
を

利
用
し
て
、
健

全
な
文
化
に
親

し
む
機
会
を
広

げ
、
心
の
豊
か

さ
を
求
め
、
ゆ

と
り
あ
る
生
活

の
充
実
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
次
回
の
開
催

は
、
２
０
１
６

年
４
月
13
日
か

ら
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
を
展
示
す
る

予
定
で
す
。
よ
り
多
く
の
勤
労
者
の
皆
さ

ま
に
応
募
い
た
だ
き
美
術
展
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
時

間
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
作
品

の
制
作
に
手
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
作
品
搬
入
・
搬
出
作
業
に
は
地

区
労
福
協
の
役
員
・
事
業
団
体
な
ど
の
皆

さ
ま
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※

金
賞
・
銀
賞
の
作
品
は
県
労
福
協
の
Ｈ

Ｐ
で
ご
覧
に
な
る
事
が
で
き
ま
す
。

賞

勤労者総合美術展大賞

県知事賞

静岡市長賞

労福協理事長賞

連合静岡会長賞

労働金庫理事長賞

全労済県本部長賞

県生協連会長賞

福祉基金協会理事長賞

勤労者信用基金協会理事長賞

年金福祉協会理事長賞

ユニオントラベル賞



〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○富士宮市　渋谷　美樹様
○静 岡 市　伊藤　通宏様
○藤 枝 市　宮﨑　幸子様
○磐 田 市　鈴木　尚様
○浜 松 市　植村　久美様　　　

（１）  Ａ：毎日のワンクリック
（２）  Ａ：勤労者福祉事業連絡会議
（３）  Ｂ：３階

応募総数55通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）６月９日（火）県労福協の定期総会が開催されました。
　　第何回の定期総会でしょうか？
　　Ａ ５３回　　Ｂ ６５回　　Ｃ ６９回

（２）伊東熱海地区労福協の事務局長の江田さんの趣味は？
　　Ａ  毎日のワンクリック
　　Ｂ  シェービング
　　Ｃ  ライフセービング

（３）５月１９日、ＡＬWＦロッキーセンター会議室で開催され た
　　「フードバンク設立１周年記念フォーラム」の際、当日分
　　も含めこの１週間に集まったフードドライブは何ｋｇ？
　　Ａ  ５３ｋｇ     Ｂ  ７３ｋｇ    Ｃ  １２０ｋｇ

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１5年8月31日（月）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■『第１０回　チャレンジ川柳』
お題「借り」・「借りる」で募集をした川柳。借りや借りるはあまり
良いイメージはなく、川柳を作るのも難しく思っていましたが、最
優秀賞を始め優秀賞のみなさまの作品はなるほど！！とスンナリ
入ってきました。日本語の良さも再確認。私も川柳を作ってみた
くなりました！　　　　　　　　　　　　 沼津市　大塚様

■静岡地域・静岡地区労福協の事務所が移転になったのを
初めて知りました。色 と々情報を発信して下さい。楽しみにして
います。　　　　　　　　　　　　　　 静岡市　辻田様

■フードドライブ回収ＢＯＸ設置は、県内初とのことで「フードバ
ンクふじのくに」として、食を大切にする取組が企業や地域・個
人へ生かされるといいと思います。「もったいない」を「ありがと
う」への事業はとても良い取組です。企業と連携して行うことで
認知度が広がり、一人一人の意識が高まるといいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　縣様

■普段は目にすることもない労福協だよりですが、たまたま職
場の回覧が回ってきたので読んでみました。野口さんの贈るこ
とばは大変重いものがあり考えさせられました。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐田市　森脇様

■我が社にも6年ぶりに、7名の新入社員が。若い頃からしっか
りとした、将来設計のためにも、労福協を知ってもらって、労金
や共済を賢く利用するように、労組教育をしていかねばなりま
せんね。　　　　　　　　　　　　　　　浜松市　村重様

アドレスが変わりました！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

拠点として事務所が出来、はや約３年半となります。それ
と同時に他団体で事務局員をしておりましたが富士地区
労福協の事務局員も兼務することとなりました。それを機
に仕事量もアップし、日々忙しくしています。地域・地区の
活動が活発化し、労福協の存在を広く知って頂けるように
微力ながら協力していきたいと思います。

氏　名／萩原　千香
血液型／ O 型
趣　味／映画　絵画鑑賞

はぎわら　　　　ちか

（富士地区労福協担当）
事務局員紹介

R o f u k u k y o  2 0 1 5  S u m m e r  13

ウィンドーショッピング



全労済静岡県本部〔静岡県労働者共済生活協同組合〕

●東部支所・共済ショップ沼津店・・・〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
●中部支所・共済ショップ静岡店・・・〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
●西部支所・共済ショップ浜松店・・・〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888
●共済ショップ磐田店・・・〒438-0073 磐田市二之宮東17-1 遠鉄磐田今之浦ビル1F  ☎0538-86-6031

2015 夏号 発行日／平成 27 年7 月1日　発行所／（一社）静岡県労働者福祉協議会
発行責任者／金指 敦之　 TEL.054-221-6241　FAX.054-273-3110

●Eメール ●インターネットホームページ

労福協だより

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

検索サイトからもご覧いただけます

1815B004

連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク  No.17

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

県労福協　第53回定期総会
労働金庫　第63回通常総会

「フードバンクふじのくに」設立1周年記念フォーラム
全労済からのお知らせ

第65回 勤労者総合美術展

福祉基金協会からのお知らせ
ALWF

下
田
の
海
の

ナ
イ
ス
ガ
イ
！

Shizuoka Rofukukyo Dayori
Summer 2015

2015 夏号

だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

労福協


